
看護専門学校連絡会議での主な発言 

と き：令和 6 年 7 月 23 日(火)   

ところ：釧路保健所大会議室    

出席者：市内看護専門学校（4 校）        

 

１ 入学者確保の取組について 

・5 年前受験者が減少し危機感を持った。 

・コロナで看護師への興味が減少した感じがある。 

・状況としては厳しい。十勝は 2 校看護学校があり、オホーツクは地元志向が強い。根室・釧路での確

保が必要ではないか。 

・小学校での出前講座を行っており、教育委員会を通じて依頼があったところに行っている。 

・中学校では、総合学習などの機会に講座を行っている。 

・旭川、十勝、オホーツク方面に高校訪問を実施 

・民間の進学ガイダンスを利用し、札幌にも訪問している。 

・地元メディアや学生の協力の下 SNS での発信を行っている。 

・新聞、ホームページ、インスタグラム、ポスター掲示により啓発。 

・湿原マラソン、ふれあい広場などボランティア参加、グループホームの訪問等により PR 

・進学相談会や看護協会とふれあい看護体験を中学生に対し実施。 

・根室保健所の「きらりみらいナース」事業で、オープンキャンパスを行っている。 

・オープンキャンパスの開催回数を増やした。 

・社会人への PR として、ハローワークに教育訓練給付金の対象になる旨宣伝。 

・全国の高校にパンフレットを送付する案を検討中。 

 

２ 入学者の状況について 

・退学者を出さない、国家試験に合格できるよう一人一人丁寧に対応しているが、学力低めの子は腰が

重たい傾向。 

・国家試験へのサポート体制が大事 

・2022 年より、２０２３，２０２４年と少なくなってきている。 

・実際のところ打つ手がない 

・2023 年は卒業間際に 1 名退学、他学年にも数名単位不足による休学あり。 

 

３ 学生減少の影響について 

・入学者減により、課外活動、ボランティアの負担が大きくなっている。活動の見直しが必要になって

いる。 

・来年度から定員を 40 名から 30 名に減少させる。 

・入学者が少ないが、定員で実習場所、実習人員を確保してもらっている。実際入学者が少ないと、実

習先から苦情がくることもある。 

・実習調整が大変。 

・ボランティア活動の負担が大きくなっている。 

 

 



４ 学校運営の課題について 

・学力低下により、丁寧に対応する必要があり、教員の負担が増加している。 

・病院と学校を循環する仕組みができれば良いと考えている。(教員) 

・教員はここ数年で充足した。再任用で職員を確保している。 

・授業料が高く、入学者少ないと経営が厳しい。 

・教員は８名ギリギリだが、2 名産休に入ってしまう。系列病院からの補充を依頼するも、病院も看護

師不足のため、充足が難しい状況。 

・通年職員は募集している。 

・学費、奨学金の見直しを本部に提案するも、厳しいとの回答。 

・外国人の受け入れも検討している。 

 

５ コロナウイルス感染症対応の影響について 

・主要高校では一定の数の志望はあり、コロナ前後で変わらない印象。 

・親からは、看護師は大変な仕事、感染のリスクが高いなどという声があり、親の影響があるかもしれ

ない。 

・テレビやドラマの影響が大きいので、医療従事者の仕事を肯定的に描く作品が放映されることに期

待。 

・すべての学校で志望者が減ったとまでは言えないが、帯広の高校の先生から、大変な仕事だとイメー

ジがついたと言われたことはある。影響は０ではない。 

・釧路市の少子化、専門学校離れ、コロナの影響による医療従事者を敬遠する動きの 3 つが影響してい

る。 

・将来の職業として看護師を選ぶ学生が少なくなっている印象がある。 

・根室等郡部の学校に説明に行くと、都会志向があり、専門学校でも地元を希望せず、札幌に行きたい

傾向がある。 

 

６ その他 

・一度諦めた人に対して呼びかけをしたい 

・釧路市の社会援護課（生活保護担当部局）にパンフレットを持って行こうかと話している。 

・ひとり親の支援を担当している釧路市の部署への働きかけを行っている。 

・根室の「きらり未来ナース」事業のように、釧路看護学校４校でのイベントを検討できないか。 

 


